糾す会　活動実績（聖公会京都教区性犯罪牧師事件）
2005年（平成17年）　
3月3０日　大阪高裁控訴審、原田文雄被告（聖公会司祭）敗訴
賠償金500万円満額支払いの判決（仮執行付）
　　　3月31日　聖光幼稚園が原田園長に退職金700万円支払い　

4月7日　 原田が賠償金500万+弁護士費用等約700万円を

原告被害者に支払い（仮執行のため）　　

7月19日　最高裁で上告棄却・結審

8月26日　記者発表 (京都教区教務所)

8月27日　NHK・民放テレビ・新聞報道、高田基督教会全景がテレビに露出。
･･･・・・・・・・・・・・・・・・・

 ☆　活動開始（2005年9月）
9月～10月　京都教区聖職者多数に電話で問い合わせ。

　　　　10月　現場○○基督教会信徒小林克則（同期）等に電話で問い合わせ。
　　　　　　　（事件のかなり詳細な情報を知ることになる）。　

　　　　　　　古賀久幸牧師にメール・電話で問い合わせ。

　　　　11月　京都教区の聖職者（教会）にFAXを頻繁に送付。

　　　　12月9日　奈良県庁記者室で新たな他の被害女性が判明の謝罪会見

☆　裁判所の記録閲覧

　　　　12月　奈良地裁葛城支部に電話で問い合わせ、第一回閲覧

　　　　　　京都教区主教に面会要求するも、総務局長三浦牧師が拒絶

　

２006年(平成18年)
　☆　高地主教と面談

1月13日　京都教区教務所にアポイントなしで乗り込み、

　　　　　　高地主教と面談するも真相を隠蔽す。
　　　　　　私「被害者を守らず、加害者を守るのが聖公会の方針なのですか。

大阪高裁で敗訴しても神学校の教授や常置委員長を

　　　　　　　　　続けさせた責任をどう感じているのですか」

　　　　　　　　（2005年常置委員は原田（長）・古賀久幸司祭・石塚秀司司祭）

　　　　　　高地「自分は武藤主教から事件について一切の引き継ぎはなく、

　　　　　　　　　あの原田司祭がそんなことする筈がないと思い切っていた」

　　　　　　私「そんな安っぽい言い訳が通るとでも思っているのですか。」

· メール送信を増やして情報伝達、

1月～　古賀牧師他当時の常置委員に退職撤回の経緯を追及
3月16日　東京NCC人権委員の田光牧師（聖公会）に面会。

  ☆ 一斉メールとホームページ立ち上げ

7月1日　「聖公会他関係者へ一斉メール」

　　　　　　「考える会」立ち上げ、ホームページ開設
7月　　　第二回閲覧

8月　　　第三回閲覧（以後計7回閲覧）
8月6日　古賀牧師と面談（高槻市民会館会議室）

　☆　被害者父親自宅訪問　
8月14日　被害者父親宅を訪問

　   8月31日　橿原会館で父親に付き添い、高地主教との第一回交渉

　　　　　　    聖公会他関係者へ一斉メールを連発

　   10月　  　古賀司祭が松本正俊司祭宅（新潟県）に謝罪に行く仲介をした。

 ☆　高地主教に抗議　
11月　　高地主教が宣言文を発表、原田事件をセクハラ事件と矮小化表現した

　　　　　　　ことに抗議した。

2007年（平成19年）

　　　1月末　高地主教が全国の教会に虚偽、捏造の文書を送付したことに抗議した。

　　　2月　横浜の牧師を被害者父親に引き合わせ、代理人就任の申し出を仲介した。
　

☆　糾す会名称変更　　

　　　3月　「考える会」の名称を　聖公会原田文雄事件「京都教区の事件対応を糾す会」に改称した。（略称　糾す会）
☆　聖公会審判廷

２007年4月　審判廷の準備に入る
2008年3月　審判廷申し立て

　　　　　5月4日　新聞報道

　　　　　　　7月　第一回審判廷開廷　

2009年3月　管区小審判廷開廷

　　　　11月8日　　管区判決

　　　　11月16日　教区審判廷判決

聖光幼稚園問題

　　　　2008年１月　聖光幼稚園を訪問、園長･理事長と面談（籠監事同行）

　　　　　　　　　　退職金の返還をせまるも物別れ。

　　　　3月　監事解任

　　　　4月　幼稚園への補助金の不正流用が発覚、住民にビラ配布

　　　　5月　住民監査請求を京都市、京都府庁に提出。新聞報道さる。

　　　　5月24日　宮嶋園長が牧師館修理に流用した補助金（申請額は98万円）

を京都市に返還。市民の税金を宗教法人に流用したことで
市民から抗議があり、顰蹙をかった。　

· ビラ配布活動

　　　教会を訪問（聖公会）
京都市内10教会

大津市・奈良市・和歌山市・大和高田市・

大阪市　聖アンデレ教会、川口教会、贖主教会、和歌山　聖救主教会、
日本キリスト教団の京都市内の教会、同志社教会、平安教会等々
カトリック京都司教区カリタス会事務局（京都・奈良・大阪教区各教務所）

学校　京都平安女学院本部・高槻市学舎、同志社大学、桃山学院、大阪女学院、

　プール女学院、名古屋柳城短期大学、
京都市左京区松ヶ崎、修学院その他の地区に約5000枚のビラを個別配布した。

　　　　原田文雄園長の性犯罪事件と幼稚園補助金の不正流用事件を市民に訴えた。

　　　　後日、原田文雄牧師を応援した古賀久幸牧師が勤務していた奈良教会地区に

　　　　大量のビラを個別配布した。

　　　　レンタカー街宣車での情宣活動

· 京都アグネス古賀牧師刑事事件、
　　　福井啓介国選弁護士との折衝

　　　折田泰宏・浅井　亮弁護士に依頼折衝　　　

　　　五条署、京都拘置所への差し入れ面会活動。

　　　　（弁護士折衝や差し入れ約20回京都へ）

　　　面会者人員の調整

· 京都地裁公判傍聴

　　　傍聴記録報告を一斉メールで伝達

　　　　（公判傍聴等約10回京都地裁へ）

· 各教区教務所を訪問

　　　九州教区　五十嵐正司主教　（福岡市中央区草香江）
　　　神戸教区　中村　豊主教　　（神戸市中央区下山手）
　　　大阪教区　宇野　徹主教　　（大阪市阿倍野区）
　　　　　　　　大西　修主教

京都教区　高地　敬主教　　（京都市上京区）
　　　中部教区　渋澤　一郎主教　（名古屋市昭和区明月町）
　　　　（名古屋の浅井正弁護士事務所訪問）

　　　東京NCC事務局人権委員・田光信行司祭面会
· 弁護士事務所訪問、相談

　　　大津市　吉原　稔弁護士

　　　大阪市　山元　康市弁護士

　　　大阪市　段林　和江弁護士

　　　京都市　糸瀬　美保弁護士

　　　　　　　中村　和雄弁護士

　　　　　　　折田　泰宏弁護士

　　　　　　　浅井　亮弁護士

　　　　　　　福井　啓介弁護士

· 各メディア・マスコミ報道機関対応
　　　キリスト教新聞、クリスチャン新聞、クリスチャンToday、京都新聞、毎日新聞、読売新聞、産経新聞、朝日新聞、KBS京都テレビ、毎日放送、朝日放送、関西テレビ、読売テレビ、NHK京都支局、時事通信
　　　雑誌朝日新聞AERA、週刊現代、週刊文春、福音と世界、カトリック新聞

　　　聖公会新聞（掲載を拒否）　　　

· 地方自治体訪問

　　　京都府庁、京都市役所、奈良県庁、奈良市役所、大阪府庁、大阪市役所、

　　　和歌山県庁、和歌山市役所、

　その他訪問
京都府庁各政党控え室、民主党前原事務所、共産党みつなが敦彦事務所、

松ヶ崎小学校、修学院小学校、社団法人京都府私立幼稚園連盟、京都市私立
幼稚園協会、社団法人京都府私学退職金財団、京都市児童福祉センタ、

　　｜京都府京都児童相談所、京都市民オンブスマン委員会、アッセンブリ京都教会
　　　村上密牧師、同志社キリスト教文化センター、同志社大学神学部小原克博教授

　　　（同志社大学キリ文センター三木メイ教授（聖公会）に何度も面会要請したが、
　　　2012年３月現在面談できていない。
　　　　　　　　　　　２０１２年３月５日

　　　　　　　　　　聖公会原田文雄牧師事件

京都教区の事件対応を糾す会　SH
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